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第51回若い稲作経営者研究会夏季研修会 開催要領 
 

１．趣 旨 

米の価格高騰と需給の混乱が「令和の米騒動」として社会的関心を集めるなど、

主食である米を取り巻く情勢は大きく変化している。こうした需給変動の中で、国

内市場に加え海外市場への関心も高まっており、輸出拡大は販路の拡充として期

待される一方で、品質・安定供給・価格競争力といった課題にも直面している。 

このように、生産・流通・輸出を含めた市場環境が大きく変化する中、稲作経営

者には、従来以上に情報を的確に読み解き、迅速に経営判断へとつなげていく力が

求められている。特に近年は、生成 AIをはじめとするデジタル技術の進展により、

情報の活用や意思決定のあり方も大きく変わりつつあり、農業経営への活用が期

待されている。 

こうした背景を踏まえ、本年度の研修会では、「生成 AI の活用」と「コメ輸出」

をテーマに据え、変化の激しい米をめぐる環境に柔軟に対応できる経営力の強化

を図ることを目的として、「第 51 回若い稲作経営者研究会夏季研修会」を開催す

る。 

 

２．主催等 

主催：全国稲作経営者会議  

企画：全国稲作経営者会議青年部  

後援：（一社）全国農業会議所 

ビジネスパートナー：朝日アグリア株式会社、株式会社クボタ、シンジェンタ

ジャパン株式会社、スガノ農機株式会社、ヤンマーアグ

リジャパン株式会社、株式会社ＪＡ三井リース、株式会

社サタケ、井関農機株式会社、株式会社丸山製作所、住友

化学株式会社、全国農業協同組合連合会、BASFジャパン

株式会社、バイエルクロップサイエンス株式会社、株式

会社 NEWGREEN、三井化学クロップ＆ライフソリューショ

ン株式会社、株式会社クリスタルライス、アグリノート

株式会社、木徳神糧株式会社、北興化学工業株式会社、株

式会社フェイガー、幸福米穀株式会社、株式会社エバー

トン、Green Carbon株式会社、株式会社神明ホールディ

ングス、株式会社ヤマタネ、協友アグリ株式会社、SKY.U

株式会社、幸南食糧株式会社、ヤンマーマルシェ株式会

社 

 

３．開催日程 

   令和８年８月３日(月)  
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４．対  象 

会員（概ね 45歳以下の若手稲作経営者中心）、賛助会員、関係機関 

※ホテルの宿泊場所は各自手配でお願いいたします。 

 

５．研修場所 

TKPガーデンシティ仙台（〒980-6130宮城県仙台市青葉区中央1-3-1 AER 21階） 

   ・ホール２１（A＋B）研修会 

・ホール２１（C＋D）懇親会 

 

６．内 容 

時間 内容 

 
12：00 
 
13：00（10分） 
 
13：10（70分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14：20（25分） 
 
14：45（70分） 
 
 
 
 
 
 
 
15：55（25分） 
 
16：20（40分） 
 
17：00 

 
受付開始・簡易ブースでの交流 
 
開会・あいさつ 
 
「生成 AIを農業経営に取り込む」 
 
＜基調講演＞ 
農研機構 基盤技術研究本部 農業情報研究センター 
副センター長 兼 インキュベーションラボ長 米丸 淳一 様 
 
＜パネルディスカッション＞※進行は米丸様 
・BASF ジャパン株式会社  
・バイエルクロップサイエンス株式会社  
・賛助会員（調整中） 
 
休憩・簡易ブースでの交流 
 
「輸出について」 
＜情報提供＞ 
・農林水産省による情報提供（予定） 
 
＜事例報告＞ 
・百農社ジャパン合同会社 渡久山 知矢 様 
・井上農場 井上 貴利 様 
 
休憩・簡易ブースでの交流 
 
賛助会員からの情報提供  
 
閉会 

17：15（120分） 
19：15 

交流会開会 
交流会閉会 
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 ※青年部役員は 11 時半に集合し、ランチミーティングを実施 

 

７．参加費用 

（１）研修費 

①会員・賛助会員・事務局    9,000円 

②会員以外の関係者       13,000円 

  （２）懇親会費            7,000円 

 

８．留意事項 

（１）宿泊場所は各自手配をお願いいたします。 

（２）昼食は各自で済ませたうえお集まりください。 

 

９．賛助会員の皆さまへ 

（１）情報発信について 

  賛助会員の皆様には、当研修会では会場のキャパシティや研修時間の都合によ

り、以下どちらか一つをご選択のうえ、情報発信をしていただけることとします。

 情報発信を希望する場合は、別紙２の参加申込書により、どちらを選択するか

お知らせ下さい。 

 

＜以下、一つのみ選択＞ 

① 簡易ブースについて（「９」ブースのみのため、先着順となります。） 

➢ 研修会場後方スペースに長机１台（幅120cm×奥幅60cm）（企業名を書いた

紙を貼り付け）と椅子２脚、２口のコンセントを設置する簡易ブースを用意

いたします。 

➢ 開会前および休憩時間を利用し、商品説明や会員との交流をしていただき

ます。 

 

② 情報提供について 

➢ 次第にある「賛助会員からの情報提供」の時間に、商品PRや稲作経営者会議

との共同事業の提案等の情報提供をしていただきます。 

➢ 持ち時間については、情報提供を希望する会員数により、調整・決定いたし

ますことご承知おき下さい。（別途連絡いたします。） 

 

（２）資料配布について 

ブース展示や情報提供の有無に関わらず、参加者にチラシ等を配布することが

可能です。 
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 （３）資料等の事前搬入について 

参加人数がまとまりましたら事前に連絡いたしますので、上記のブースや情報

提供、資料配布に必要な資材の事前搬入がある場合は、以下の要領でご送付くだ

さい。 

 

宛名： 

〒980-6130 宮城県仙台市青葉区中央 1-3-1 AER 21階 TKPガーデンシティ仙台 

「若い稲作経営者研究会『 貴社名 』 8/3 ホール 21A+B」 

電話：022-204-1036 

お届け日：８月１日（土）or２日（日）指定 

 

（その他） 

➢ 当日お車などで搬入する場合、台車の貸し出しは数台あるとのことですが、使用

中の可能性もあるとのことです。なるべく、自社の台車をご用意ください。 

➢ 搬入量によって搬入届が必要な場合がありますので、搬入の必要がある場合は

事前に事務局へご連絡ください。 

➢ 閉会後、会場から荷物の発送が可能です（ヤマト運輸の着払い伝票のみ用意。他

社の利用をご希望の場合は、各自手配を願います）。研修会終了後、30階の受付

にお持ち込み願います。 

 

■参加申し込み・お問い合わせ先■ 

  別紙１「参加申込要領」をご確認の上、別紙２「参加申込書」により令和８年７月 13

日（月）までにメールで以下へお申し込みください。申し込み確認後、事務局より請求

書を送付いたします。 

 

10．その他 

  「生成 AIを農業経営に取り込む」のパネルディスカッションの際に、参加者の質     

問等を基にディスカッションをしていただきます。そのため、事前アンケートを取

らせていただきますので、別紙３にて参加申込書とともに回答をお願いいたします。 

全国稲作経営者会議事務局 山下、日髙 

 〒102-0084 東京都千代田区二番町９番地８ 

中央労働基準協会ビル２階 

 TEL：03-6910-1124  

 メール：inakeikaigi@nca.or.jp 
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■研修場所案内図 

TKPガーデンシティ仙台 

〒980-6130 宮城県仙台市青葉区中央 1-3-1 AER 21階  

TEL：022-204-1036 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アクセス  

＜電車の方＞ 

JR東北本線 仙台駅 西口 徒歩 2分 

仙台市地下鉄南北線 仙台駅 北 8出口 徒歩 2分 

 

＜お車の方＞ 

駐車場：なし 

提携駐車場はございません。近隣のコインパーキングをご利用ください。 


